
主催：東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議

震災と原発事故から15年が経過し、時間の経過とともに風化が加速し、
震災を直接経験していない世代が増える中、

福島が経験した未曽有の複合災害の記憶と教訓を継承していくことが重要となっています。
福島県の複合災害の記憶と教訓を伝える語り部を育成するため、伝承者育成講座を実施します。

TEL 024-521-7784メール f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp

申し込み締切日／令和8年6月26日（金）

【 申し込み・お問い合せ 】

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議
（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課）

指定の受講申込書に記入し、下記メール宛てに送付してください。
申込
方法

【第1回】令和8年7月18日（土）
【第3回】令和8年11月28日（土）

【第2回】令和8年9月26日（土）～27日（日）
【第4回】令和9年2月13日（土） 

■一般の方（高校生以上）で、福島県の震災伝承活動に関心がある方
■現在（過去も含む）、福島県の震災伝承活動をしている方 無   料

日 程
［予定］

受講
対象

受講料

※全4回受講が必要となります。 ※各回の詳細な日程・内容は裏面をご覧ください。

※但し、第2回講座について、宿泊
を希望する場合の宿泊料は受講
者負担となります。
※宿泊先については、双葉町内のホテ
ル（シングル8,000円程度）を予定。
※交通費・昼食は各自の負担となり
ます。

※御不明な点があれば、事務局までお問い合わせください。

～次世代へつなぐ震災伝承事業～
伝承者育成講座
福島県東日本大震災・原子力災害 令和8年度

参加者
募集

募集人数 15名程度



令和8年7月18日（土）
10：30～16：30（受付10：20～）

日時

双葉町産業交流センター 大会議室場所
内
　
容

開 講 式
1時間目

2時間目

3時間目

10：30～10：40（受付10：20～）
10：40～12：10
「語り部の役割」
13：00～14：15
「地域の想いの共有ワークショップ」

14：30～16：30
「よくある質問・震災知識についてのワークショップ」

メール f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp

令和8年度 福島県東日本大震災・原子力災害 伝承者育成講座  受講申込について

令和8年9月26日（土） 9：30～17：20（受付9：20～、出発9：30）日時

双葉町産業交流センター 駐車場集合

［フィールドワーク訪問地］ ※バスでの移動となります。
大熊町中間貯蔵施設・いわき市薄磯地区
［意見交換会］ 双葉町産業交流センター 大会議室（予定）

場所

令和8年9月27日（日）
9：00～14：45（受付8：50～）

日時

双葉町産業交流センター 大会議室（予定）場所
内
　
容

1時間目

2時間目

9：00～10：30
「伝わりやすい話し方講座」
10：45～14：45※途中、昼食休憩
「プレゼンテーションスキルアップ」

令和8年11月28日（土）
10：30～14：30（受付10：20～）

日時

双葉町産業交流センター（予定）場所

内
　
容
10：30～14：30※途中、昼食休憩
「プレゼンテーションスキルアップ 2」

令和9年2月13日（土）
10：00～14：00（受付9：50～）

日時

双葉町産業交流センター（予定）場所

内
　
容

成果発表
修 了 式

10：00～12：00
13：30～14：00
第2回東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワー
ク会議の冒頭に行います。
全4回、全課程を受講した方に修了証書を授与します。

内
　
容

1・2時間目

3 時 間 目

9：50～15：30※途中、昼食休憩
「語り部案内によるフィールドワーク」

〈バス移動〉
16：40～17：20
「意見交換会」

※宿泊を希望する場合は、宿泊料は受講者負担となります。
※宿泊先については、双葉町内のホテル（シングル8,000円程度）を予定。

〈1日目〉

〈2日目〉

開講式・第1回

第2回

第3回

第4回・修了式

令和8年度 福島県東日本大震災・原子力災害　伝承者育成講座  日程・内容

http://pref.fukushima.lg.jp/sec/11055b/dennsyosya-ikusei.html

福島県生涯学習課のホームページから、
『令和8年度福島県東日本大震災・原子力災害 伝承者育成講座受講申込書』をダウンロードして、
必要事項をご記入の上、下記のメール宛てにお送りください。

申込書ダウンロード または

被災や復興への想いを共有しながら、福島の震災等語り部
としての意識を高め、伝えたいメッセージを具現化します。

語り部活動を実践の場で体験し、その重要性について考
えるとともに、震災の実相や伝えるために必要なスキル
を学び合います。

http://pref.fukushima.lg.jp/sec/11055b/dennsyosya-ikusei.html

